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決めた。あたし今夜は性転換してやる。

という軽快（？）なテンポで始まる「ヴィーナス・シティ」（柾悟

郎）は第14回・日本SF大賞を受賞した力作である。ここで登場

するのが双方向データスーツ。これをまとえば、あなたも妖しい仮

想現実都市ヴィーナス・シティの住人になれる。

海外作品では、ネットワーク用語としての「マトリックス」の語

源を提供した「ニューロマンサー」（ウィリアム・ギブスン）が有名

である。こちらはヒューゴー、ネビュラ両賞受賞。ギブスンはサ

イバーパンクの旗手だという。ニューロマンサーの冒頭にはチバ・

シティ（千葉市）が登場する。

筆者は、サイバーパンク小説に登場する街の埃っぽさが気にな

る。むしろSFの中では心暖まる路線が好みだ。「マイクロチップ

の魔術師」（V・ヴィンジ）あたりがちょうどよい。同書の原題は

True Names（真の名前）というのだが、それは《別世界》では

別の名前が使われているという意味だ。

【インターネット感覚】

サイバー感覚についてはSF小説を楽しむとして、さて「インタ

ーネット感覚」とはどのようなものか。現代の流行病ともいわれる

インターネットに関しては膨大な解説が溢れている。しかし、人

によって何がインターネットであるか、という感覚が違うようだ。

現状の認識も千差万別らしい。たとえば「インターネットは遅

くてイライラする」という人がいるのに対して、「それは高速のモ

デムやISDNを使えばよい」というアドバイスがある。かと思うと

「いやいやあなたの利用しているプロバイダーから先の回線が細い

のかもしれない」という忠告もある。

「インターネットは信頼性がなくてメールが届かないことがある」

という人がいると思えば、「もし届かない場合にはエラーメッセー

ジが返るでしょう」という指摘がある。しかし「差出人の解析がで

きないようなメチャメチャの状態ではエラーの戻しようもない」の

も事実であるし、そんなケースがどの程度の確率で起こるかとい

う感覚は人によって違うものらしい。

【感動を伝える電子メール】

ネットワークの利用法も人によって異なる。たとえばインター

ネットはWWW（ワールドワイドウェブ）のことであると納得

する向きがある。確かにWWWが利用統計の上では一番多い

ようだ。WWWを使うとマウスのクリックに世界中のサーバが

反応するのだから、これこそがインターネット感覚であるとい

う説も出てくる。

私もある友人に「パソコン通信とインターネットの違い」を何度

説明しても理解してもらえなかったのが、「モザイク」を見せた途

端に「百聞は一見にしかず」で通じた経験がある。

このようにWWWが注目される反面で「インターネットは

WWWだけではない」という主張もよく聞かれる。その場合に注

目したいのは電子メールだ。筆者は「インターネットを使ってい

てよかった」と思った経験が幾度もある。その愉快な思い出には、

電子メールでうまく相手に気持が伝わったという感覚を伴ってい

ることが多い。

【哲学者パスカル】

パスカル（仏、1623～1662）は「人間は考える葦（あし）であ

る」という有名な言葉を残した。彼はまた「真空論序言」の中で

つぎのような主張をしている。すなわち人類全体を一個の人間と

見なせば、それは死ぬことはなく、宇宙が老いるにつれてたえず

学んで前進する。

現状のインターネットでは、まだパスカルの説を実感できるよ

うな人類の一体感が醸し出されてはいないかもしれない。しかし

人によっては敏感に、その傾向を指摘している。またSF小説の

中には、人類の一体感をモチーフとして書かれた作品も見受けら

れる。
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